








福島の農業に携わってきた各界の有識者の皆様に、これまでの取組内容や取組にかける想いを伝えて
いただくとともに、今後の農業分野の復興・創生や、農業を活用した地域活性化の可能性等について
議論いただきます。農業に携わる方はもちろん、それ以外の分野での復興・創生に携わる方にも、今
後の活動の参考となるはずです。どなたでも奮ってご参加ください。

パネルディスカッション
～農業が語る未来のふくしま～

13:45-15:00

2001年、東京大学農学部卒業(地域経済・資源科学)。
2007年から(財)生協総合研究所で農業・エネルギー・震災復興分野の政策調査に従事。
2013年から福島大学経済経営学類特任准教授（農学系社会人大学院担当)。現在に至る。
2016年から同大学農学系教育研究組織設置準備室職務を兼務。
その他、日本協同組合学会常任理事、北日本漁業経済学会理事、全国大学生協連合会東北ブロック運営委
員を歴任し、福島県内では、福島県地域漁業復興協議会委員、郡山農業振興地域整備計画検討委員、石川
地方農業振興計画アドバイザーなどを務める。

羽根田 幸将 氏
（桑折町スマート農業実証協議会 会員）

パネリスト
鈴木 光一 氏
（鈴木農場・伊東種苗店 代表）

島田 昌幸 氏
（株式会社ファミリア 代表取締役）

箭内 勝則 氏
（郡山市農林部園芸畜産振興課 課長補佐兼鯉係長）

1986年より野菜の直売経営をはじめる。
13年前より郡山ブランド野菜づくり
プロジェクトをスタートし、
そのプロデュースを手がける。
現在、福島県指導農業士会事務局長、郡
山市農業委員会幹事長を務める。

2012年より、山形市少年自然の家に就職。
三年間勤務した後、父の体調不良を機に
家業を継ぐことを決心。
福島県果樹研究所で講習生として果樹全
般について学び、この春就農。
福島県の農産物のイメージ払拭と、ブラ
ンド桃の生産を目標に、IT技術の導入で、
安定した経営基盤の獲得と農業の魅力度
のアップに取り組んでいる。

2001年、北海道教育大学在学中に教育ベ
ンチャー企業として活動。
2007年から国土交通省選定の観光地域プ
ロデューサーとして活動し、数々の地域
プロデュースを手がける。
2010年に㈱ファミリアを創業し、企業の
イベント、 商品・サービス開発、事業開
発などのプロデュースも多数手がける。
2011年には日本CSR大賞準グランプリを
受賞(主催：日本財団)。

1996年、郡山市入庁。
震災以降、農地除染や風評対策等を担当
し、2014年には６次化推進係長、翌年か
ら鯉係長を務め、６次産業化と特産品の
開発に取り組んでいる。

林 薫平 氏
（福島大学経済経営学類特任准教授）

モデレーター

パネルディスカッションのご登壇者と自由にお話しいただけます。
質問や話し合いを通じて、交流を深めてください。

交流タイム
15:00-15:30
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復興ビジネスコンテスト受賞者展示
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ビジネスコンテスト
記念撮影スペース

ワークショップ
「これからの『復興』～『新しい東北』へつなげるために～」

日本IBMと連携し、学生・NPO等に対するプロジェクトマネジメント・ワークショップを開催します。
日本IBMの現役プロジェクト・マネジャーによる講義と、自団体が関わる企画（プロジェクト）を題

材とした実践的な演習を通じて、プロジェクト・マネジメント手法の概要を理解するとともに、企画の
「可視化」や管理のための共通概念の習得を目指す内容です。【事前申込制】

12:50-16:20

≪1階 マルチパーパスルーム1≫

13:45-15:45ブース展示

≪1階 マルチパーパスルーム2≫

ミニプレゼンテーション発表者や「新しい東北」復興ビジネスコンテスト2016受賞者に、それぞれの取組
をブースでご紹介いただきます。
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⑧株式会社シャークス
⑨株式会社環境システムヤマノ
⑩株式会社及富
⑪株式会社ホップジャパン
⑫株式会社JDSound

⑬白河素形材ヴァレー
⑭福島県立西会津高等学校西高魅力発信隊

ミニプレゼンテーション発表者展示

⑮高校生が伝えるふくしま食べる通信
※事務局・一般社団法人あすびと福島

①福島県立安達東高等学校
②株式会社C-Tech

③一般社団法人南三陸町観光協会
④Cafe&Restaurant HAMAYUI

⑤株式会社ネッパス
⑥島津麹店
⑦マクタアメニティ株式会社

⑯ほやほや学会
※一般社団法人ピースボートセンターいしのまき








